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所
が
停
止
し
て
い
た
2
0
1
3

年
が
基
準
の
た
め
、
再
稼
働
に

よ
っ
て
減
ら
七
や
す
い
。
た
だ

し
、
日
本
で
は
既
に
省
エ
ネ
技

術
が
浸
透
し
て
お
り
、
お
%
削

減
と
い
う
目
標
自
体
は
簡
単
に

達
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

「
カ
ー
ボ
ン
リ
l
ケ
l
ジ
」
と

呼
ば
れ
る
問
題
も
あ
る
。
既
に

排
出
量
削
減
が
進
ん
で
い
る
先

進
国
で
は
、
さ
ら
に
削
減
す
る

た
め
に
最
新
鋭
の
設
備
が
必
要

に
な
る
な
ど
、
多
く
の
コ
ス
ト

が
か
か
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の

と
き
、
削
減
目
標
が
慌
ミ
、
コ

ス
ト
が
小
さ
い
新
興
国
に
工
場

を
移
転
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

主要国・地域のC02削減目標

2030年までに70～－75%に抑制

竺竺_Jヒ930年までに33～35%削き
（注）国連気候変動枠組み条約に提出された約束草案の値。中国、インドはGDP当たりの排出量
（出所）編集部作成

移
転
前
の
国
で
生
産
が
な
く
な

り
、
排
出
が
減
っ
た
と
し
て
も
、

移
転
先
で
は
逆
に
増
え
、
そ
こ

で
の
緩
い
基
準
で
は
、
同
じ
生

産
量
で
も
全
体
の
排
出
量
が
増

え
る
懸
念
が
生
じ
る
。

対
策
と
し
て
は
、
外
国
に
技

術
供
与
し
て
排
出
量
削
減
に
貢

献
し
た
分
を
、
囲
内
の
排
出
量

削
減
枠
と
相
殺
で
き
る
「
2
国

間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」
を
多
国

間
に
拡
充
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
制
度
を
拡
充
し
、
外
国

の
石
炭
火
力
発
電
所
に
お
い

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
の

高
い
日
本
の
石
炭
火
力
発
電
技

術
を
使
え
ば
、
排
出
量
を
大
幅

に
削
減
で
き
る
。

特
に
中
国
や
イ
ン
ド
は
、
石

炭
火
力
発
電
へ
の
依
存
度
が
今

も
高
い
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

の
試
算
で
は
、
米
、
中
、
イ
ン

ド
の
石
炭
火
力
発
電
所
の
す
べ

て
で
日
本
の
最
新
鋭
技
術
を
使

え
ば
、
年
間
約
日
億
ト
ン
の
C
0
2

排
出
量
を
減
ら
せ
る
。
日
年
度

に
お
け
る
日
本
の
総
排
出
量
日

億
8
0
0万
ト
ン
を
超
え
る
。

c
o
pを
機
会
に
、
日
本
が

本
当
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
橘
川
武
郎
・

東
京
理
科
大
学
大
学
院
教
授
）

証券界が見麗し迫る
上場株の「相続評価」

税制改正大綱

相
続
税
に
お
け
る
上
場
株
式

の
評
価
方
法
の
見
直
し
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
金
融
庁
が

2
0
1
5年
8
月、
「平
成
部
年

度
税
制
改
正
要
望
」
で
要
求
し

た

「上
場
株
式
等
の
相

続
税
評
価
の
見
直
し
」

が
同
年
度
の
税
制
改
正

大
綱
に
盛
り
込
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
る
か
ら

だ。
土
地
や
ゴ
ル
フ
会
員

権
な
ど
、
他
の
価
格
変

動
リ
ス
ク
の
あ
る
資
産

と
比
べ
て
上
場
株
式
が

不
利
な
評
価
に
な
っ
て

い
る
状
況
を
改
め
、
家

計
の
株
式
等
へ
の
投
資
を
促
す

狙
い
が
あ
る
。
叩
年
ぶ
り
に
税

制
改
正
要
望
に
盛
り
込
ま
れ

た。
相
続
税
の
相
続
財
産
の
価
額

は
、
国
税
庁
の
財
塵
評
価
基
本

通
達
で
被
相
続
人
の
死
亡
日

（
相
続
日
）
の

「時
価
」
と
さ
れ

て
お
り
、
資
産
の
種
類
別
に
評

価
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

上
場
株
式
は
相
続
日
の
終
値
、

そ
の
月
、
前
月
、
前
々
月
の
各

終
値
の
平
均
値
の
う
ち
最
も
低

い
価
額
で
評
価
さ
れ
る
。

相
続
税
の
納
付
期
限
は
相
続

発
生
か
ら
叩
カ
月
以
内
に
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
納
付
期
限
ま

で
の
聞
に
価
格
が
下
落
す
る
リ

ス
ク
の
あ
る
資
産
も
あ
る
。
そ

の
よ
ラ
な
資
産
の
う
ち
土
地
は

公
示
地
価
の
紛
%
程
度
、
ゴ
ル

フ
会
員
権
は
通
常
の
取
引
価
格

の
河
%
な
ど
、
価
格
変
動
リ
ス

ク
を
加
味
し
た
相
続
税
評
価
額

に
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
上
場
株
式
に
つ
い
て

は
納
付
期
限
ま
で
に
価
格
が
下

落
す
る
リ
ス
ク
は
ほ
と
ん
ど
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
。
金
融
庁
は

「
他
の
資
産
に
比
べ
て
相
続
税

評
価
上
の
扱
い
が
不
利
（
担
杭

税
評
価
額
が
割
高
）
と
な
っ
て

い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
特
に

株
式
投
資
の
経
験
が
な
い
相
続

人
の
場
合
な
ど
に
は
、
相
続
時

に
上
場
株
式
を
売
却
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
だ
。
価
格
変
動

（
下
落
）
リ
ス
ク
の
あ
る
資
産
の

保
有
を
回
避
す
る
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。
近
年
、
金
融
所
得
課
税
の
一
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体
化
や
少
額
投
資
非
課
税
制
度

（N
I
S
A）
な
ど
所
得
課
税
で

は
家
計
の
株
式
投
資
を
促
す
政

策
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
相
続

を
担
〈
機
に
株
式
が
売
却
さ
れ
て

し
ま

2、
政
策
目
的
を
実
現

で
き
な
い
。

価
格
変
動
リ
ス
ク
（
下
落
す

る
リ
ス
ク
）
を
考
慮
し
な
い
現

行
の
相
続
税
評
価
は

「貯
蓄
か

ら
投
資
」
を
阻
む
大
き
な
要
因

の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

「
貯
蓄
か
5
投
資
」
後
押
し

株
価
が
下
落
し
て
相
続
人
が

不
利
に
な
る
ケ
l
ス
は
ど
れ
く

ら
い
あ
る
の
か
。
過
去
初
年
間

の
各
営
業
日
に
相
続
が
発
生
し

た
と
仮
定
し
て
、
相
続
発
生
日

と
相
続
税
納
付
期
限
日
の
日
経

平
均
株
価
の
変
動
率
を
試
算
し

た
。そ
の
結
果
、
全
体
の
営
業
日

の
う
ち
の
日
・
侃
%
で
相
続
税

納
付
期
限
日
ま
で
の
聞
に
株
価

が
上
昇
し
て
い
た
。

一
方
、
必
－

M
%
で
相
続
日
よ
り
相
続
税
納

付
期
限
日
の
株
価
が
下
落
し

た
。
初
%
以
上
下
落
し
た
ケ
ー

ス
が
全
体
の
4
・
ロ
%
あ
っ
た
。

ζ

の
試
算
か
ら
、
上
場
株
式

等
の
－
評
価
額
を
相
続
日
の
市
場

価
格
の
河
%
と
す
れ
ば
、
約
Mm

%
の
確
率
で
相
続
人
は
株
価
下

落
に
対
す
る
救
済
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
行
の
評

価
額
で
救
済
さ
れ
る
ケ
l
ス
は

微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
相
続

日
の
市
場
価
格
の
河
%
が
難
し

い
と
し
て
も
、
お
%
で
も
現
行

制
度
よ
り
は
大
き
な
塾
善
と
な

ろ、っ。

上
場
株
式
等
の
相
続
税
評
価

の
見
直
し
が
注
目
さ
れ
て
い
る

萱
尽
に
は
、
日
年
か
ら
相
続
税

の
課
税
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
。
課
税
対
象
者
が
増
加
す

る
た
め
、
負
担
急
増
の
激
変
緩

和
措
置
と
し
て
実
現
す
る
と
の

期
待
も
あ
る
。

ま
た
、

指
針
）
の
導
入
を
受
け
た
株
式

持
ち
合
い
解
消
の
受
け
皿
と
し

て
家
計

（個
人
）
が
期
待
さ
れ

る
が
、
足
元
で
は
上
場
株
式
の

株
主
と
し
て
個
人
が
占
め
る
比

率
は
低
下
し
、
代
わ
り
に
外
国

人
株
主
の
比
率
が
急
増
し
て
い

る
。
こ
れ
で
は
企
業
の
収
益
増

の
思
恵
は
海
外
に
流
出
す
る

一

方
で
あ
る
。

見
直
し
に
よ
り
家
計
の
上
場

株
式
等
の
保
有
が
促
進
さ
れ
、

現
金
・
預
金
保
有
残
高
の
叩
%

が
上
場
株
式
や
投
資
雪
誌
に
シ

フ
ト
す
れ
ば
、
配
当
収
入
な
ど

に
伴
、
フ
所
得
税
収
増
で
、
相
続

税
の
税
収
減
は
十
分
カ
バ
ー
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

（吉
井
一
洋
・
大
和
総
研
制
度
調

査
担
当
部
長
）

コ
ー
ポ
レ
l
ト
ガ
パ

ナ
ン
ス
・
コ
l
ド

（企
業
統
治

動（PKO）でイラクへ派遣すべきかどうか

が議論になっていた。苛烈な戦争体験を

持つ水木さんはどう思うか、自衛隊を戦

地に送ることには反対ではないか、と内

心思いながら捌いた。すると、「戦争は絶

対なくならないし、戦争に行けば兵隊の

一匹やニ匹、死ぬのは当たり官官。大騒ぎ

する方がおかしいJと話した。周囲が慌
てて「今の発言は載せないでくださいJ
と言う一幕だった。

子供の頃に「自分のやりたいことしか

しないJというルールを
作り、一番やりたいのは

絵を描いて食べていくこ

とだから全く迷いはなか

ったという。若い人には

「苦手なことでお金をも

うけることはできなし、。

好きじゃない仕事に追わ

れたら、貧乏神に取りつ

かれるJとアドバイスし
てくれた。

最後に水木さんに怒ら

れた話を一つ。

興味本位で「水木さん

は死／んだらどんな妖怪になるのか」と尋

ねたら、 ffi可を言ってるのJとぴしやり。
お前はまったく分かっていないという顔

で私たちをじっと見て、「この世界には、

人間と動物と妖怪の三つがいるのJ、と諭
すよう説明してくれ、「人間は死んだら幽

霊になるのj。

そうだったのか。その時、初めて水木

ワールドカ＂1里解できた（ような気がした）。
幽霊になった水木さん、たまには遊びに

きてください。妖怪たちも待っています

よ。 （藤枝克治・編集部）

ご!a画家の水木しげるさんが11月30日、
ノ·~93殺で亡くなった。 本誌はかつて
水木さんに生き方や漫画などについてロ

ングインタビューを行い、そのエッセン

スを掲載したことがある。その時は紹介

できなかった話を交えて、冥福を祈りた

し、。

水木さんは、最近の漫画について、「絵

はうまいけど、話がつまらないものばか

りJと手厳しかった。大切なのは、面白い
話が作れるかどうかで、いくら絵の練習

をしてもダメ。「自分は

漫画家にならなくても、

小説家になれば直木賞が

取れたJと自信満々だっ
た。

漫画界の巨匠といえば

手塚治虫さん。水木さん

にとってはどんな存在な

のか、ライバルだったの

か、と尋ねたら、「なん

かじゃまだなhと思って

たら先におっ死んだjと、

本音ともジョークとも付

かない発言で皆を笑わせ

た。

戦争での悲惨な体験はよく知られてい

る。南太平洋のラパウルで、歩哨に立っ

て望遠鏡で敵を探していた。見つからな

いので、きれいな色のオウムに見とれて

いたら、背後で機銃婦射の音がして、振

り向いたら小隊が全滅していた。1人で3
日間ジャングルを逃げ回りようやく助か

ったという。それでも「もう駄目だなんて

思わなかった。たまたまではなく、生き

残ると決めていたから死なずに済んだJ。
話を聞いた当時、自衛隊を平和維持活

「面白い揺が作れるかがすべてだよJ
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